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はじめに
将棋類と同様に東西世界に広く流行した盤上遊戯に雙六類 ）がある。まずはエジプトのセ
ネト（ 枡目 列）（写真 ）として確立し、その後、 枡目 列へと変化した。そこからギ
リシャ・ローマ時代のタブラ（ 枡目 列）（写真 ）に代わり、その後、ローマ時代のアレ
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枡 列の 沈香木画双六局 は、盤面の構成から雙六局かどうか疑問であるとされている（増
川 ）（写真 ）。筆者の見解も同様で、盤面構成からして雙六盤の可能性は低いと
思われる。これを除くと紫檀木画双六局（北倉）（写真 ）、紫檀木画双六局（中倉）（写真
）、木画螺鈿双六局（中倉））（写真 ）、榧双六局（中倉）（写真 ）の 面が検討対象にな














































































挿図 ．アジャンタ石窟 紀元後 年 ．ソンドニー寺院 紀元後

























ることはできない。この資料の年代も 世紀後半とされており（ ）、 型雙六盤の前
型式におくことは難しいものと考える。方形の枡目を持ち間に空間を持つ遊戯盤は前述したよ
うに中央アジアで数多くその痕跡を残している。
次に 譜雙 を検討してみる。 譜雙 は洪遵が記したとされるもので、序文に成立年代が
記されており、 紹興辛未 （紀元後 年）に記すとある。南宋の書籍目録である 直斎書録
解題 には 譜双 十巻と記載されているが、陶宗儀の編纂した明初の類書である、 説郛
には五巻本で収録されている ）。これによれば、 直斎書録解題 に 譜雙 の書名があるこ
とから、内容はともかく、 世紀前半頃には同名の書籍が存在したことがわかる。
譜雙 の雙六画像を紹介した増川によれば、 双陸の図をみると明らかに北方系と南方系
に分かれて‥ いるとし、 ‥枡目に対角線を記すなどは南方系の双陸の特徴‥ とする。（増
川 ）。確かに 北雙陸盤 （写真 ）の図像は城の存在も含めて正倉院の 型
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増川はアラブあるいはイスラム教徒を指す大食の 大食雙陸毯 （写真 ）カンボジアの一




難しいところがある。例えば 大食雙陸毯 広州雙六盤 には 型遊戯盤と関係の深いピン
形駒が使用されている。加えて 大食雙陸毯 には狭いながらも 型雙六盤の枡目列の間に見
られる空間が存在している。また、表題は無いが 日本雙陸 （写真 ）とされる雙六盤の図
は、増川は ‥掲載図は納得できない。（増川 ）とするように日本の雙六盤とは



































































正倉院の雙六盤に 種があるのは明白で有り、この論文ではそれぞれを 型雙六盤、 型雙
六盤と呼称した。日本には 型雙六盤と 型雙六盤が伝えられたが韓半島とは異なり、 型雙











































































）本稿は、伝来経路を検討する目的としているため、 北方系雙六盤 南方系雙六盤 という名称を使用し
ない。今のところ両者の歴史的分布がアジアの北方と南方に分かれる確証は存在しないからである。
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